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○国立大学法人東京農工大学学位審査機構の運営に関する規程 

(平成 27 年 3 月 23 日教規程第 62 号)  

(趣旨) 

第 1 条 この規程は、国立大学法人東京農工大学組織運営規則第 20 条の 3 第 2 項

の規定に基づき、国立大学法人東京農工大学学位審査機構(以下「機構」という。)

の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。  

(目的) 

第 2 条 機構は、学位の授与に関し、その質を保証することを目的とする。  

(業務) 

第 3 条 機構は、次の各号に掲げる業務を行う。  

(1) 博士の学位授与の認定結果の承認に関すること。 

(2) 学位の国際的な質保証に関すること。 

(3) その他次条に規定する機構長が必要と認める事項に関すること。   

(機構長) 

第 4 条 機構に機構長を置く。  

2 機構長は、理事(教育担当)をもって充てる。  

3 機構長は、機構の業務を掌理する。  

(運営委員会) 

第 5 条 機構に運営委員会（以下「委員会」という。）を置き、次の各号に掲げる事項

を審議する。  

(1) 博士の学位審査の過程及び学位授与の認定結果の承認に関すること。  

(2) 授与した学位の内容を説明する外国語文に関すること。  

(3) 機構が行う業務に係る全学的な方針及び制度の策定に関すること。  

(4) 機構の中期計画及び年度計画の実施に関すること。 

(5) 機構の管理及び運営に関すること。 

(6) 所掌事項に係る国立大学法人東京農工大学全学計画評価委員会への協力に

関すること。  

(7) その他委員会が必要と認める事項に関すること。  

2 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

(1) 理事(教育担当) 

(2) 理事(広報・国際担当) 

(3) 工学府長 

(4) 農学府長 

(5) 生物システム応用科学府長  

(6) 連合農学研究科長  

(7) その他委員会が必要と認める者  
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3 委員会に委員長を置き、理事(教育担当)をもって充てる。  

4 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。  

5 第 2 項第 7 号の委員の任期は、委員長がその都度定める。  

6 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行

する。  

7 委員会は、委員の過半数の出席をもって開くものとし、委員会の議事は、出席した

委員の 3 分 2 以上の同意をもって決するものとする。  

(事務) 

第 6 条 機構に関する事務は、学務部学生総合支援課が関係部局の協力を得て処

理する。  

(雑則) 

第 7 条 この規程に定めるもののほか、機構に関し必要な事項は、別に定める。  

 

附 則  

この規程は平成 27 年 3 月 23 日から施行し、平成 27 年 4 月 1 日以降の学位審査

から適用する。  

 


